
Ⅳ.シ ステム空気流量の測定

1.1ユ ニ ット脱落時の SOVで の空気流量の測定 (オプション測定)

(全ユニ ットにプラグ装着で搾乳状態、調圧器 OFF、 1ユ ニ ット開放)

1 )レ シーバ ージャー真空度 (SOV )を 記入す る。

2)エ アフローメー ター を開放状態 に して、徐 々に閉 じてい きレシーバ ージャー真空度

気流量 を測定す る。

(SOVの 真空度 に達 しない場合は省略す る。)

□辞□
1ユニット開放
(プラグを4本外して
空気を入れる)

5。・01     浮鮒?詈ξξ看実乳宅71, ↑
バ
ラ
ン
ス
タ
ン
ク
ヘ二 /ハ ヽ

R」

コ  |モ千ぅ努
―

レギュレーターが1
いないので注意す

¬

付いて
「る。

2.レ シーバージャー真空度での空気流量の測定

(全ユニ ットにプラグ装着で搾乳状態、調圧器 OFF、開放ユニットにプラグ)

1)エ アフローメーターを開放状態にして、徐々に閉 じていきレシーバージャー真空度

気流量 を測定する。

2)1)の 空気流量 -1の 2)=1ユ ニ ット脱落時の空気消費量を計算する。

3)ユ ニ ットの台数を記入する。

4)1)の 空気流量/ユ ニット数=1ユ ニ ット当たりの予備空気流量 を計算する。

5)評 価の合否を記入する。評価 =1ユ ニッ ト当た り 150〈κ/分 以上

開放ユニットにプラグ

罐□□□日日
500

S O Vの真空度になるように
AFMから空気を入れていく

↑
バ
ラ
ン
ス
タ
ン
ク
ヘ山 谷

RJ

コ   モ (3」ダ
ー

レギュレーターが付
いないので注意す″

寸いて
る。
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レシーバージャー真空度での空気流量の測定

(全ユニ ットにプラグ装着で搾乳状態、調圧器 OFF、全パルセーター oFF)

)全 パルセーターを切離すかスイッチを切 り、 レシーバージャー真空度での空気流量

する。

2)1)の 空気流量 -2の 1)=総 パルセーターの空気消費量を計算する。

3)2)の 空気流量/ユ ニ ット台数=1パ ルセーターの空気消費量を計算する。

4.レ シーバージャー真空度での空気流量の測定

(全ユニ ットにプラグ装着で搾乳状態、調圧器 OFF、全ユニ ットOFF)

柵□□□

1)全 搾乳ユニ ットを切 り離 し、 レシーバージャ

2)1)の 空気流量 -3の 1)=総 搾乳ユニット

3)2)の 空気流量/ユ ニット台数=1搾 乳ユニ

―真空度での空気流量 を測定する。

の空気消費量を計算する。

ットの空気消費量を計算する。
□日□

付いて
「る。

SOVの真空度になるように
AFMか ら空気を入れていく

レギュレーターが付いて
いないので注意する。

↑
バ
ラ
ン
ス
タ
ン
ク
ヘ

SOVの真空度になるように
AFMから空気を入れていく

↑
バ
ラ
ン
ス
タ
ン
ク
ヘ島  ヽ

RJ

コ
モ スチヤー

ラツプ

レギュレーターが

L い 7 J . いの C圧 菖 ワ
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5。 レシーバージャー真空度での空気流量の測定

(全ユニッ トにプラグ装着で搾乳状態、調圧器 oFF、全付属装置 ΩFF)

ミルクメーターなどの付属装置の作動を停止 し、

定する。

レシーバージャー真空度での空気流量を測

50.0
SOVの真空度になるように
AFMから空気を入れていく

↑
バ
ラ
ン
ス
タ
ン
ク
ヘ

R」

コ
モイスチャー

トラップ

レギュレーターがイ
いないので注意すヒ

付いて
~る

。

6.真 空ポンプ真空度 (PIV=ポ ンプ ・インレット・バキューム)の計測

4ま たは 5の 状態で真空ポンプの真空度を計測する。 言己入

大 きな騒音が発生 し、ベ

ル トカバ ーが ない場合等が

あ り、危険 な作業 となるの

で細心の注意 をす る。

ゲートバルブ開
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7.真 空ポンプの能力測定 (PⅣでの排気量の測定)

真空ポンプを止め、ゲー トバルブを閉 じて、点検口を開ける。 全 開にしたエアフローメー

ターを点検口に取 り付けて、パワー ON。

6で 測定 した真空ポンプ真空度 (PIV)で 、真空ポンプの排気量 を測定する。

大 きな騒音が発生 し、ベ

ル トカバーがない場合等があ

り、危険な作業 となるので細

心の注意をする。

8。 配管全体の漏れの計算

1)7の 排気量 -5ま たは 4の 空気流量 =シ ステム全体の漏れを計算する。

2)1)の 漏れ量/7の 排気量× 100=全 体の漏れの割合 (%)を 計算する。

3)評 価の合否を記入する。評価 =漏 れは lo%以 内          ´

9.真 空ポンプの能力測定 (50kPaでの排気量の測定)

真空度 50kPaでの真空ポンプ能力を測定する (定格能力 と比較するため)

大 きな騒音が発生 し、ベ

ル トカバーがない場合等があ

り、危険な作業 となるので細

心の注意をする。

真空 ポ ンプ を止 め、 ゲ ー トバ ル ブ を開い て、点検 回、 テス
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1 0 . 真空ポンプ能力低下の計算

1)定 格排気量 (50kPa)を記入する。

2)9の 排気量 (500a)/1)の 排気量 × 10o=能 力維持割合 (%)を 計算する。
3)評 価の合否を記入する。評価 =定 格能力の 90%以 上

H.安 全確認のためのエフェクテイブリザーブの測定

(調圧器 ONに 戻す。全ユニットはプラグ装着でラインから外れ、付属機器他全て oFF)

1) 予想エフェクティブリザーブ (予想 ER)の 計算

予想 Eト エ フェクテイブリザーブ+(④ ―② または⑤ ―②)

予想 ERの 値にエアフローメーターを合わせて真空度を計測する。

この予想 ERで の計測時に SOV-2.OkPaの 真空圧になっているかを確認する。

480
予想のERの値にAF Mを合わ
せて真空圧を測定する

↑

バ
ラ

ン
ス
タ

ン
ク

ヘ

R」

コ
モイスチャー

トラップ

L

V .外 観チェ ック改善事項

1)分 析 中に 12項 日について随時記 入す る。

2)改 善事項 は該当す る項 目を○印で囲む。

3)評 価 の項 目の良好 ・不良 を○印で囲む。

4)備 考欄 に、不良箇所がある場合 、優先順位 をつけた対応策 を列記す る。交換部品

す る。

作業終了前の確認事項

1)測 定 もれや異常 デー タが無いか どうか野帳 を確認す る

2)/1 Nユ ニ ッ トを牛舎か ら牛乳処理室 まで戻 して、ライナープラグをユニ ッ トか ら離脱す る

3)ユ ニ ッ トを洗浄終了状態 にセ ッ トし、全て元 の状態 に戻す。 (酪農家 に確認 を して もらう)

4)ラ イナープラグを洗浄す る

5)使 用 した器具、道具 を元のケースに戻 して確認す る

6)点 検結果 と改善事項 を酪農家 に説明す る。 この場合、正常値 は褒める。異常箇所 は指摘 を し

なが ら改善対策 を提案す る。 (信頼感 ・安心感 を与 える)

7)乳 質向上並 び に乳房炎防除のための 「飼養環境J「泌乳生理 と搾乳方法 ・搾乳衛生J「 ミル

カー システムJと の関連 について説明 し、質問に的確 に応 える。

□□□

□□
９

″

□□□
嶽□
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良区

メーカー名

ハ
°
イプライン・ハ

°一ラー(H・L)      年 導入

ユニット数               台

機種

実施日

年  月   日

真空ホ
°
ンフ

°
(No l )機種

定格能力      K W      L P M 懸讐

―ター(電 磁 。エアー)   I:貪 農協名

農家名

真空ホ
°
ンフ

°
(No . 2 )機種

定格能力      K W      L P M

調圧器(サーホ
・・ハ

・
ネ。おもり)

機種

慮薇 有 F J T属・比 名

配管方法:(1・2・3)ライン ミルクラインの勾配(   % )

配管口径:主真空配管(    " m m ) Mラ イン(    " ) Pラ イン(     " )

点検器具:ハ
°
ソレセーターレコータ

・―(       )エ アフローメーター( )ハ
°
キュームケ

・―シ
°
( )

ミルキングシステム分析表(1系統方式) 南根室地区農業改

淵 焉 轟庁
6釧 刈  臓 ん耐g→

認舗 ※
匡 □

→
謳 重唇

徹  騒
ん調g

※SO V =システム・オヘ
°
レーティンク

・・ハ
・
キューム※清掃後に真空度が変わつた場合、清掃前の真空度に戻すこと

I.パ ル セ
ー

タ
ー

性 能 検 査 (E口昴1データを別紙に貼り付け提出する )

測定方法 :全ユニットにライナープラク
・
を装着し、搾手L状態で計測する。ティートカップシェルのニップリレとショートエアチュープの間にTハ

°

イプで接続レヽ
°
ルセーターレコータ

・―につなぐ(ツインチュープの長さは60 c m )

訛
□

理 輛 りけ に

Ⅱ,システム真空度測定 れた真空度計測専用ニップリレで行う

測定方法

測  定   箇 所

レシーハ
・―

シ
・
ャー(RJ)

調圧器
(レキ

・
ュレーター

真空ホ
°
ンプ(VP) ハ

°
ルセーターライ

ン(最遠部)

システム付属
真空計Nol No2 No3

全ユニット稼働時
全ユニットフ

・
ラク

・
装着で搾早し状態

υ kPa/CmH: a kPa/cmHl ЭのO kPa/cmHl 31の②  kPa/CmHl 3の② kPa/cmHl υ c m  H , g kPalcmHr

※ハ
・
ケットミルカー予備の

チェックをする

真空度単位 :kPaかomHg(l Kpa・0 75cmHg)

lll気量単位 :LPM=W/分 (l CFM=28 3LPM)

2ユニット開放時   p kPa/cmHgp kPa/
(32ユニット以上の場合)

評価 :l R」と調圧器の差は0.7kPa ( 0  5 c m H g )以内(②―①≦0 7kPa )

2 R」 とV Pの 差 は2  0 k P a ( 1  5 c m H g )以内 (③―
① ≦2 . O k P a )

3R」 とハ
°
,レセーターラインの差は2 0kPa(1 5cmHg)以内(④―①≦2 0kPa)

4R」 とシステム付属の真空計の差は1.OkPa(0 75cmHg)以内(①と⑤の差≦1.OkPa)

5ユニット開放時のR」真空度の低下は2 0kPa(1.5omHg)以内(①―⑥か③≦2 0kPa)

1ユニット開放時

Ⅲ.調 圧器能 力評価

測定方法 :ER=調 圧器

M R =調 圧器

計算値

-2 0kPaか 1 5cmHg

kP

「ON」 でRJの真空度-2 0 k P a ( 1  5 c m H g )で排気量と調圧器の真空度を計演1する

「OFF」でRJの真空度-2 0 k P a ( 1  5 c m H g )で排気量を計測する

調圧器真空度

通常運転時 ER言十沢l時

0(■ の②を転記) kPa/cmHl Э     kPa/cmH〔

真空度の差 ―
0-⑤      kPa/cmH`

評価:調 圧 効 率=90%以 上

真空度の差〓 14以 上 20 k P a以内

搾乳状態で計演1

測定項目 排気量計測値

ER(エフェクティフ
゛
リサ

'―
フ
・
)

有効予備排気量

υ     LPM/CFM

MR(マニュアルリサ
・―フ

・
)

O     LPM/CFM

調圧効率
(調圧器閉止効率)

υ/④ X100    %
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Ⅳ.システム空気流量測定
測 定 方 法  1 状 T悪

0 1ユ ニット脱落時の  搾 乳状態   ~~
R」真空度での  差 圧器・調圧器O FF
空気流量計測  全 ユニットにプラグ

1ユニット開放

OR」 真空度での  搾 乳状態
空気流量計測  開 放ユニットにプラク

・

(1金ユニットにフ
°
ラグ)

ЭR」真空度での  ハ
°
ルセーターOFF

空気流量計測

④R」真空度での  全 ユニットOFF
空気流量計測

Э R」真空度での

空気流量計測
付属機器OFF

この時点でのVP真空度
の計測(PⅣの計測) _

Э VPの能力計測(PⅣでの排気量)
(上記⑤のVP真空度で排気量を計測)

Э VPの 能力計測(50kPaでの排気量)

ERの安全確認 (調圧器ONに 戻す)

予想ER計 算値=

ER+(④ ―②o‖⑤―②)~

この時のR」真空度

kPa/

上記のSOVま で達しない場合は省略する)

1ユニットが脱落した場合の消費量

で計測R」真空度 (SOV)

□
°
ルセーター

消費量

十

+

+

捨響聖工外
°0た卦

bl靭研
目安:1 0 - 1 5 L P M

付属機器の消費量

_  ―⑤か⑥
l:‖庸静

体の

+

+

+

V . 観 チ エック と改 善 指 示 事 項 (改善指示事項の該当項目にO)
チェック箇所 チェック項 目 改 善 指 示 事 項 評 価

真空ホ
‐
ンフ オイルの状態

へリレトの状態
各部の状熊

要補給 ・流れ不良要整備 ・汚れあり・指定油に要交換
保護カバー無し・張り不足 ・位置不良 ・劣化要交換
汚れ ・がたつき ・異音 ・排気汚れ ・逆止弁不良

良

良

良

不

不

不

好

好

好

良

良

良

調圧器 4汚 れ、作動状態 位置 ・取り付け方 ・作動不良要整備 ・交換 ・汚れ

分解掃除 (必要 ・不要 ・済み )夕
・
イヤフラム交換(    )ヶ 月毎

長 野
・
企 長

自 好 ・不 自

真空パイプ 設置の状態

卜
・
レンハ

'リ
レプの状熊

管経細い ・勾配不良 ・よごれ ・つまり・定期洗浄 ・即時洗浄
なし ・要設置 ・汚れ ・ェア漏れ ・作動不自 ・要交撫

良好・不良

良好・不良
ミルクラインと

受送乳系統
設置の状態

汚れ
管経細い ・勾配不足 ・たわみ ・立ち上がり・エア漏れ

(       )に 汚れ ・要洗浄 ・要整備 ・要交換
長 野

・
4 艮`

良好・不良

rttLユニット 9 ライナー

10 ミルククロー

11 チューフ1ヨ

汚れ ・キス ・́劣化 ・交換時期 ・要交換 ・異名柄等

容量不足 ・汚れ ・異名柄等 ・要交換 ・プリ…卜
・
ホールつまり・ハ

°
ッキン要交換

(            )に 汚れ ・キス
・・劣化 ・要交換

好

好

解

良

良

自

不良

不良
不自

ヽ
‐
ケットミルカー 1 2各 部の状態 (            )に 汚れ ・要洗浄 ・要整備 ・要交換 ・異名柄 良好 ・不良

隋考 (不 良箇所がある場合、優先順位をつけた対応策を列l記。要交換部品を記入 )
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及センター

メーカー名:オリオン    年 導入

ハ
°
イフ

°
ライン・ハ

°一ラー(H・L)

ユニット数      台

機種

ハ
°
ルセーター(電磁・エアー)

機種

実施 日

日月年

真空ホ
°
ンプ機種(Nol )

定格能力       K W    L P M

真空ホ
°
ンプ機種(No 2 )

定格能力      K W    L PⅣ

農協名

農家名

差F■器(ミルクライン):サーホ
・

機種

調F■器(ハ
°
ルセーターライン):サーホ

・

機種

点検者所属・氏名

ミルクラインの勾配(   % )

配管口径:主真空配管(   " m m ) Mラ イン(    " ) Pラ イン(    " )

点検器具:ハ
°
ルセーターレコータ

・…(     )エ アフローメーター(      )ハ
・
キュームケ

・―ゾ( )

ミルキングシステム分析表(1ポンプ方式)

システム運転真空度(SOV※)の計測 差圧器・調圧器の清掃※ 差圧器・調圧器清掃後の真空度
ミルクライン

※SO∨=システム・オヘ
°
レーティング・ハ

・
キューム※清掃後に真空度が変わつた場合、清掃前の真空度に戻すこと

I.パ ル セ ー
タ

ー
性 能 検 査 (E口刷データを男1紙に貼り付け提出する )

測定方法 :全ユニットにライナープラグを装着し、搾手L状態で計測する。ティートカップシェルのニップルとショートエアチュープの間にT
ハ
°
イプで接続しハ

°
ソレセーターレコーダーにつなぐ(ツインチューフ

・
の長さは60 c m )

諭
□

難 脚 t-9-阻

評価 :l R」と差圧器の差は0 7kPa(0 5cmHg)以内(②―①≦0 7kPa)

2 R」 とVホ
°
ンフ

°
の 差 は 1  7 k P a ( 1 . 3 c m H g )以内 (④

―
① ≦1  7 k P a )

3調 圧器とハ
°
ルセーターラインの差は2 0kPa(1 5cmHg)以内(③―⑤≦2 0kPa)

4R」 と付属のミルクライン真空計の差は1 0kPa(0 75cmHg)以内(①と⑥の差≦1 0kPa)

5調 圧器と付属のPライン真空計の差は1 0kPa(0 75omHg)以内(③と⑦の差≦1 0kPa)

6ユニット開放時のR」真空度の低下は2 0kPa(1 5cmHg)以内(①―③≦2 0kPa)

※ハ
・
ケットミルカー予備の

チェックをする

Ⅱ

Ⅲ.調圧器・差圧器能力評価

測定方法 : E R =差 圧器及び調圧器 「ON」

MR=差 圧器及び調圧器 「OFF」

測定項 目
排気量

計測値

ER(エフェクティフ
・
リサ

・―フ
・
)

有効予備排気量

Э  LPM/CFM

MR(マニュアルリサ
・―フ

・
)

D  LPM/CFM

調圧効率
(調圧器閉止効率)

D/⑤  X100

でR」の真空度-3 4 k P a ( 2 . 5 c m H g )で排気量と真空度を計測する

でR」の真空度-3 4 k P a ( 2  5 c m H g )で排気量を計測する

評価 :調圧効率 =90 %以 上

真空度の差(差圧器②―④)=2.0以上3.4kPa以内
真空度の差(調圧器③―⑤)=10以上3.4kPa以内
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-3 4kPa

ハ
°
ルセーターOFFで計測

.シ ス テ ム 真 空 度 測 定  測 定方法 :配管等に付設された真空度計測専用ニッフ
°
ルで行う

測定方法

測 定 箇 所

レシーハー

シ
・
ャー(R」)

差圧器
(Mライン)

調圧器
(Pライン)

真空ホ
°
ンプ(VP) Pライン

(最適部)

システム付属真空計

Nol No 2 Mライン Pライン

全ユニット稼働時  全
ユニットプラク装着で搾乳状態

D kPa/cmHg a kPa/cmH` 3)  kPa lcmHe
'OA1 

kPa/cmHl !)0)2 kPa/cm{g O kPa,/chHt O kPa/cmHg ⊃ kPa/cmHg

1ユニット開放時
D kPa/cmHε 9 kPa/cmH` D kPa/CmH` 真空度単位 Kp aかc m H g ( l  K p a = 0  7 5 c m H g )

排気JE単位:LPM=`κ/分(l CFM=28 3LPM)

通常運転時真空度 ER計 測時真空度

差圧器 調圧器 差圧器 調圧器

0 ( Iの ②を転記)
kPそ

cmHl

Э (Ⅱの③を転記 )
k P (

c m H `

O kPa lcmHt Э  kPa/CmH`

真空度の差 口‐
@-@) kPa/cmHt l3)-O kPalcmHt
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Ⅳ.システム空気流量測定
Pラインの真空度

Mラインの真空度

で計測(①～⑤)

計測(⑥)

Ⅱ

kPa/

記のSOVまで達しない場合は省略する)

1ユニットが脱落した場合の消費量

躙 爵菅□

|I _ .③
―② L P M / C F M籠

讐

_夕~⑥ ~②ンユニ外

驚‖堪讐 ξ

夕~

目安 :20-40LPM

贄
工外④"外

撫響聾炉
卦

目安 :1 0 - 1 5 L P M

付属機器の消費量

新全体の納̈ 0%漏れの船□
評価 :1 0 %以内

mm淵
+0021V"淵

mm淵
+…

吻
淵

mm淵 0021V吻
淵∞⑩"t¨ ¨
%

□ □

測 定 項 目 1 状  態
υ lユニット脱落時の  搾 乳状態

Pライン真空度での  差 圧器・調圧器O F F
空気流量計測   全 ユニットにフ

°
ラク

・

(R」にて)    1ュ ニット開放

② Pライン真空度での  搾 乳状態
空気流量計測   開 放ユニットにプラグ
(R」にて)       (全 ユニットにプラグ)

Э Pライン真空度での  ハ
°
ルセーターOF F

空気流量計測
(R」にて)

④ Pライン真空度での  全 ユニットO F F
空気流量計測
(R」にて)

O Pライン真空度での  付 属機器OFF
空気流量計測
rp‖ 「7、

) Mライン真空度での

空気流量の計測(R」にて)

∨ホ
°
ンプの能力計測(PⅣでの

(上記⑥のVホ
°
ンプ真空度で排気量を計測)

50kPaで の

ERの 安全確認 (差圧期・調圧器ONに 戻す)

予想ER計 算値
ER+(④―③か⑤―③)

この時の真空度

V.外 観チェックと 万 項 (改善指示事項の該当項目にO)

チェックE5「F チェック項 日 改 吾 指 示 事 項 評 1面

真空ホンフ 1 オイルの状態
へ
・
ルトの状態

各部の状態

2

3

要補給 ・流れ不良要整備 ・汚れあり・指定油に要交換

保護カバー無し・張り不足 ・位置不良 ・劣化要交換

汚れ ,がたつき ,異音 ・排気汚れ ,逆止弁不良

艮野・4 長`

良好・不良

良好・不良

左 l ■器
・
調 l L 器 4汚 れ 、作動状態 位置 ・取り付け方 ・作動不良要整備 ・交換 ・汚れ

分解掃除 (必要 ・不要 ・済み )夕
・
イヤフラム交換 (   )ヶ 月毎

良好。不良
自解・不自

真空パイブ 設置の状態

卜
・
レンハルプの状態6

旨経細い ・勾配不良 ・つまり・定期洗浄 ・即時洗浄

ない ・要設置 ・汚れ ・エア漏れ ・作動不良 ・要交換

良好・不良
自 解 ・不 自

ミルクラインと
受送亭L系統

7設 置の状態

8汚 れ

盲経細い ・勾配不足 ・たわみ ・立ち上がり・エア漏れ

(       )に 汚れ ・洗浄 ・整備 ・要交換

良好・不良

良好・不良

搾手Lユニット 9 ライナー

10 ミルククロー

11 チューフリ讀

汚れ 。キス
‐・劣化 ・交換時期 ・要交換 ・異名柄

汚れ 。異名柄 ・ダイヤフラム交換 (   )ケ 月毎 ・プリート
・
ホールつまり。ハ

°
ッキン

(            )に 汚れ ,キス
・・劣化 ・要交換

良好・不良

良好・不良
自好・不自

ハ
‐
ケットミルカー 1 2各 部の状態 (           )に 汚れ ・洗浄 ・整備 ・要交換 ・異名柄

備考 (不 良箇所がある場合、優先順位をつけた対応策を列j記。要交換部品を記入 )
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ノ 業

メーカー名:オリオン    年 導入

ハ
°
イフ

°
ライン・ハ

°一ラー(H・L)

ユニット数     台

機種

ハ
°
ルセーター(電磁・エアー)

機種 日月年

実施日

真空ホ
°
ンプ機種(MラインNol)

定格能力      K W      L P M

真空ホ
°
ンプ機種(Pライン)

定格能力     K W      L P鮨

農協名

農家名

真空ホ
°
ンプ機種(MラインNo 2 )

定格能力      K W      L P M

調圧器(Mライン)サーホ
・

機種

調圧器(Pライン)サーホ
・

機種

点検者所属 ・氏名

ミルクラインの勾酉己(      %)

配管口径:主真空配管(    " m m ) Mラ イン(    " ) Pラ イン(    " )

点検器具 :ハ
°
ルセーターレコータ

・―(      )エ アフローメーター( )ハ
・
キュームケ

・―シ
'(

)

ミルキングシステム分析表(2ポンプ方式)

システム運転真空度(SOV※ )の計測 調圧器の清掃※ 調圧器清掃後の真空度

※SO V =システム・オヘ
°
レーティンク

・・ハ
・
キューム※清掃後に真空度が変わつた場合、清掃前の真空度に戻すこと

I.パ ル セ ー
タ

ー
性 能 検 査 (E口昴1データを別紙に貼り付け提出する )

測定方法 :全ユニットにライナープラグを装着し、搾乳状態で計測する。ティートカップシエルのニップリレとショートエアチュープの間にTハ
°

イプで接続しハ
°
ルセーターレコーダーにつなぐ(ツインチュープの長さは60 c m )

Ⅱ

諏 □ 聾伽Ъt-9-に1       脇 ″ゲ『
…琳の

評価 :l RJと調圧器(Mライン)の差は0_7kPa(0 5cmHg)以内(②―①≦0 7kPa)

2調 圧器(Pライン)とVホ
°
ンプ(Pライン)の差は0 7kPa(0 5cmHg)以内(⑤―③≦0_7kPa)

3 R」 とVホ
°
ンプ(ミルクライン)の差 は1  7 k P a ( 1  3 c m H g )以内 (④―

① ≦1  7 k P a )

4調 圧器(Pライン)とPライン(最遠部)の差は2 0kPa(1 5cmHg)以内(③―⑥≦2 0kPa)

5R」 と付属のミルクライン真空計の差は1 0kPa(0 75cmHg)以内(①と⑦の差≦1 0kPa)

6調 圧器と付属のPライン真空計の差は1 0kPa(0.75cmHg)以内(③と③の差≦1 0kPa)

フユニット開放時のR」真空度の低下は2.OkPa(1.5cmHg)以内(①―⑨≦2 0kPa)

Ⅲ.調 圧器 ・差圧器能力評価

測定方法 :E R =調 圧器(Mライン)

調圧器(Pライン)

M R =調 圧器(Mライン)

調圧器 (Pライン)

イン(Iの ①-2 0kPaか1 5omHg) 'ル
セーターON

で計測

「ON」 でRJの真空度-2  0 K p aで排気量とMライン調圧器真空度を計測する
「ON」 でテストホ

°―卜真空度-2  0 K p aで排気量とPライン調圧器真空度を計測する
「OF F」でRJの真空度-2  0 K p aで排気量を計測する
「OF F」でテストホ

°―卜真空度-2  0 K p aで排気量を計測する

通常運転時真空度 ER計 測時真空度

調圧器 (Mライン) 調圧器 (Pライン) 調圧器 (Mライン) 調圧器 (Pライン)

Э(■の②を転記)
kP

cmH

Э〈Iの③を転記)
k P I

c m H

O kPa lcmH6 O kPa/cmHg

真空度の差 ―
O-(O kPa,/cmH6O-(Q kPa/amHe

評価 :調圧効率(Mライン調圧器)〓90 %以 上

調圧効率(Pライン調圧器)= 9 0 %以 上

真空度の差(調圧器③―⑤)= 1 0以上2 0 k P a以内

真空度の差(調圧器④―⑥)=10以上2.OkPa以内
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.シ ス テ ム 真 空 度 測 定  測 定方法:配管等に付設された真空度計測専用ニッフ
°
ルで

測定方法

測  定   箇 所

レシーハ
・―

シ
・
ャー(R」)

調圧器
(Mライン)

調圧器
(Pライン)

真空ホ
°
ンフ

°
Pライン

(最遠部)

システムイ寸属真空計

Mライン Pライン Mライン Pライン

全ユニット稼働時 全
ユニットフラク装着で搾撃し状態

l) kPalcmH1 @ kPa/cnHp υ kPa/CmHg υのl kPa/CnH〔 υの2 kPa/cmHl
Э

kPa/CmHI ⑥kPa/CmHl υkPa/CmHl
OkPa/CmHl

1ユニット開放時
9) kPalcmH1 !Q kPalcmH6 りの1 1)AZkPa/cnHl 真空度単位:K p aかo m H g ( l  K p a = 0  7 5 c m H g )

排気量ヨ圭位 LPM=撃子/分(lCFM=28 3LPM)

測定項目
排気量計測値

Mライン Pライン

ER(エフェクティフ
・
リサ

・―フ
・
)

有効予備排気量

D LPM/CF" 、②  LPM/CFM

MR(マ ニュアルリサ
・―フ

・
)

υ LPM/CFM υ LPM/CFM

調圧効率

(調圧器閉止効率)

D/⑤  X100

9/● %

_2n/(ジX loo
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Ⅳ.システム空気流量の計測

ンフ(D 50kPa¬ C言十〕謝)

Pラインの真空度

Mラインの真空度

LPM/CF

kPa/

上記のSOVま で達しない場合は省略する)

1ユニットが脱落した場合の消費量

で計測

で計測

有効予備空気
流量/1ユニット □

評価 :最低 150 LPM/1ユ ニット

稽彗瞥
~夕~⑥P~②D/ュニ外数

::‖1製首
夕~

目安:20～40LPM

稽彗l到
④卜③DハJ鵠

1斃J
目安:10～15LPM

付属機器の消費量

′m‐畿脇合□
イ瀞̈ Ю‰馘合□

評価 :10%以 内

Q⑥釧キの
淵

=⑥釧¨
淵

+⑥
鋭¨

淵
+⑥“∽

淵

Dの 3(Pライン)

9の 3(Pライン

Dの 3/oの 3X100

96

合・否

測 定 項 目  1  状  態

υ lユニット脱落時の    搾 撃L状態
空気流量計測     差 圧器 ・調圧器O F F

全ユニットにフ
°
ラク

・

1ユニット開放
M: MラインVで計測(R」にて)
P Pう イツV不 計 ■lrテスト■

・_卜1「てヽ

υ 生気流重nt測    搾 学L状態

開放ユニットにプラク
・

(全ユニットにフ
°
ラグ)

M : MラインVで計測 (R」にて)
P : PラインVで計測 (テストホ

°―卜にて)

Э空気流量計測    ハ
°
ルセーターOF F

P : PラインVで計測(テストホ
°―卜にて)

0空 気流量計測    全 ユニットOF F

M : MラインVで計測(R」にて)

Э 空気流量計測     付 属機器OFF
M : MラインVで計測( R」にて)

この時点での
Vホ

°
ンプ真空度は

計測(PⅣ)

ЭVホンフの能力計測(PⅣでの排気量)
(上記⑤のVホ

°
ンプ真空度で排気量を計測)

漏 れ

ERの安全確認 (両調圧器ONに戻す)

予想MラインE R = MラインE R +

(④M―②Mか OM― ②M)

予想PラインER=PラインER+

(③P―②P)

この時の真空度

V チェックと (改善指示事項の該当項目にO)
チェック箇 所 チェック項 日 改 善 指 示 事 項 評 価

巨空ホ
・
ンフ

・
1オイルの状態
2へ

・
ルトの状態

3各 部の状態

要補給 ・流れ不良要整備 ・汚れあり・指定油に要交換
保護カバー無し・張り不足 ・位置不良 ・劣化要交換
汚れ ・がたつき 。異音 ・排気汚れ ・逆止弁不良

良好 ・不良

良好 ・不良

自好 ・不 自

差圧器・調圧器 4汚 れ、作動状態 餃置 ・取り付け方 。作動不良要整備 ・交換 ・汚れ

分解掃除 (必要 ・不要 ・済み )夕
・
イヤフラム交換(   )ヶ 月毎

艮好 ・不艮
慮 解 ・不 自

真空パイプ 5設 置の状態
^ 卜

・
し ′`ハ

・
L つ

・
∩ 壮 能

管経細い ・勾配不良 ・つまり '定期洗浄 ・即時洗浄
ない ・要設置 ・汚れ ・ェア漏れ ・作動不良 ・要交換

良好・不良
慮 1 7 ・不 自

ミルクラインと

受送乳系統
設置の状態
汚れ

管経細い ・勾配不足 。たわみ ・立ち上がり。エア漏れ
`                  う に 活 力_ ・ + 浄 ・整 備 ・専 す 絶

良好・不良
自 t 7 ・不 自

搾乳ユニット 9 ライナー

10 ミルククロー

11 チューフ
・
サ頭

汚れ ・キス
・・劣化 ・交換時期 。要交換 ・異名柄

汚れ ・異名柄 ・夕
・
イヤフラム交換 (  )ケ 月毎 ,フ

・
リート

・
ホールつまり・ハ

°
ッキン

(                  )に 汚れ ・キス
・・劣化 ・要交換

良好・不良

良好・不良
自解・不自

ハケツトミル刀― 1 2 各 部 の 状 態 )に汚れ ・洗浄 ・整備 ・要交換 ・異名柄 良好 ・不良

備考 (不 良箇所がある場合、優先順位をつけた対応策を列記。要交換部品を記入 )
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